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１． 施設整備委員会からの諮問の主旨と答申の対応方針 

２０１９年５月１５日開催の施設整備委員会において、施設整備専門委員会（以下「専門委員会」）に

対して「キャンパスマスタープラン（サイン等計画） に関する検討」についての諮問があった。このこ

とについて専門委員会で協議した結果、次の対応方針のもとで答申を行うこととした。 

 本答申では、キャンパス全体の建物の配置及びゾーン構成に対応した誘導、規制サインの全体的編成

について論ずることとする。 

 

２． サインの系列区分 

２．１ サインの目的区分 

サインの機能的目的、役割に応じて次の二種類に区分する。基本的に学外者の利用に合わせて表示する。 

① 誘導サイン：キャンパス内の建物や部局、施設などの位置を示し、人を誘導することを目的とする。 

② 規制サイン：安全を図るために交通規制や立ち入り禁止区域などを表示し、一定の行為を規制するこ

とを目的とする。 

 

２．２ サインの利用者区分 

サインの利用者を、交通手段に応じて次の四種類に区分する。 

① 歩行者：キャンパス外から徒歩で来学する者（バスやタクシーでキャンパス内に降車する者も含める）。 

② 自転車：キャンパス外から自転車で来学する者。 

③ 自動二輪車：キャンパス外からバイク等で来学する者。 

④ 自動車：キャンパス外から自家用車等で来学する者。病院患者はその他の構内進入車両と区別して取

り扱う。 

 いずれの場合も学外者向けのサインを整理すれば学生、教職員への案内規制は十分であると考える。 

 

２．３ 目的区分、利用者区分ごとのサイン計画の方針 

 目的区分と利用者区分をクロスさせ、各々のカテゴリーの対応方針を【表１】に示す。詳細については

各章で説明する。 

 

【表１】サイン系列ごとの対応方針 

利用者区分 

目的区分 
歩行者 自転車 自動二輪車 自動車 

誘導サイン 

目的地まで出来る

だけ短距離でわか

りやすく誘導する

【3.1】 

目的地付近の駐輪

場まで出来るだけ

短距離でわかりや

すく誘導する【3.1】 

指定駐輪場まで誘

導する【3.2】 

駐車場まで誘導す

る【3.2】 

規制サイン 

「立入禁止」など安

全のために真に必

要なものを設置す

る【3.3】 

駐輪（駐車）場所、左側通行など安全に必要なものを設置する。

表示等は道交法に従う。サイズについては道路標識、区画線及び

道路標示に関する命令（以下「標識令」）に基づいて縮小が可能

【3.4】 
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３． キャンパス内の各種サインの全体的編成 

 ３．１ 歩行者(自転車を含む)用誘導サインの編成 

歩行者（自転車を含む）サインは、次のＡからＥの順序で編成する。総合案内板、簡易総合案内板の部

局名や建物名称は原則として英語表記を併記する【図１、図２】。 

 Ａ：総合案内板【各建物を網羅的に示す】 

歩行者がキャンパスにアプローチする門の付近、バスやタクシーの降車場所や守衛所近辺などに総

合案内板(歩行者用)を設け、キャンパス全体の構成を把握させる。総合案内板は、構内のメインル

ート（みどりのモール、三翠通り）及び直交するサブルート（ループ道路、横断緑道）へ自然に誘

導するような位置に設置する必要がある。 

 Ｂ：簡易総合案内板【主要組織名、建物名称のみを示す】 

主要なノード(node＝結節点・分岐点)に、キャンパス全体を図示した簡易総合案内板を設置する。

歩行者に不安を感じさせないため、総合案内板から徒歩で5分以内の場所に設けることが望ましい。 

 Ｃ：道標【交差点に設置する誘導サイン】 

サブルートの主要な交差点に設置し、メインルートへ誘導することで目的建物の主出入口に到着で

きるようにする。特に人の流れが多い歩道では、案内を明確にすることが必要になる。 

メインルートを基軸とし、誘導表示や建物名称の表示は全て歩行経路に対向して設置する。 

 Ｄ：部局案内板【建物配置、建物名称を示す】 

      部局内の案内のため、各部局ゾーンの入口付近に設置する。 

 Ｅ：建物表示【建物名称を示す】 

   主要な建物に表示する。歩行経路に対向して設置する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１】サインの一例 
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【図２】総合案内板等設置計画 
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３．２ 自動二輪車、自動車用の誘導サイン 

基本的に指定駐輪場、駐車場までの誘導とする。学外者に分かりやすい内容とし、学内者や出入業者向け

の表示を過剰に行わない（検収の車両は例外とする）。 

   横長のサインにするとスペースが必要になるため、縦長青看板（ワンポスト）とする【図３】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３】縦長青看板（ワンポスト）の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図４】中部国際空港の自動車用サイン（参考） 
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３．３ 歩行者用の規制サイン 

「立入禁止」「構内禁煙」「津波避難建物」の表示など、歩行者の安全に関するものに精選する。外国人に

も対応するため、分かりやすいピクトグラム形式のものを現場に適切に表示する【図５】。 

 

 

 

 

 

 

立入禁止      構内禁煙      津波避難建物    危険・注意警告 

（警戒標識） 

【図５】歩行者用規制サインの一例 

 

３．４ 自転車・自動二輪車、自動車用の規制サイン 

日本の道交法で規定された標識と同じ表示を統一して設置する【図６】。大きさは標識令に基づき公道の

2/3 サイズで統一する。 

補助標識に限っては学内の表現でも構わない【図７】。 

 

規制標識 

 

 

 

 

駐停車禁止    駐車禁止   車両通行止め    指定方向外進入禁止      一方通行 

 

                                    指示標識    警戒標識 

 

 

 

 

車両進入禁止   最高速度     徐行    一時停止     横断歩道   路面凹凸あり 

 

【図６】道路標識の一例 

 

 

 

 

 

 

 

【図７】補助標識の一例 
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４． その他看板の統制 

学内に散在する立て看板、移動看板等は本答申で記されたサインの効果を薄めるため、統制する必要

がある。禁止事項や規制事項は３章で示すルールに則ることとし、組織や活動の宣伝・主張のものは広

告と同じく基本的には行わない（看板・標識は交通の妨げになってはいけない）。 

 危険や安全に関する公的なサイン以外の看板は仮設物扱いとし、不要なものは土地管理者によって撤

去する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図８】構内立て看板等の一例 
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５． アイデンティティカラーの設定 

総合案内板などの複雑な図形を見やすくするため、各学部等のアイデンティティカラーを設定する。視

認性を考慮し、色の数は１０色とした【図９】。 

【図 10】にあるとおり、類似した色がキャンパス内で隣り合わないように配分している（病院と医学部

は例外で近似色を配した）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図９】部局等アイデンティティカラー 
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【図 10】配置図示したアイデンティティカラー 
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６． 地図アプリの活用 

スマートフォンが広く普及している現状において地図アプリを活用することは、有効な案内手法である。

オープンキャンパスやセンター試験などで来学する高校生をはじめ、来学者の多くはあらかじめ地図アプ

リで目的地を確認している。 

現在地図アプリでキャンパス内の建物名称を検索すると、実際と異なる場所が表示され目的地にたどり

着けない状況がある。 

そのため代表的な地図アプリである「Google Map」や「yahoo map」等で建物名称が正しく表示される必

要がある。建物名称の登録は、大学として広報戦略的に一括管理するべきである。例えば Google Map で

あれば『Google 三重大学アカウント』を作成し『Google マイビジネス』で確認コードを取得することで、

管理することが可能になる。 

地図情報の管理は来学者の利便性の向上に繋がるものである。キャンパス内のイベント等の周知の際、

パンフレットやホームページに地図アプリ情報（ＱＲコードなど）を掲載すれば、来学者の検索が容易に

なる【図 11】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 11】地図アプリ活用の実例 
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７． 本答申承認後の取り扱いについて 

本答申の２章、３章及び５章の内容は、三重大学キャンパスマスタープランの３．２．４節「サイン

計画」に差し替え挿入する。 

観音寺・高野尾キャンパスは、当面は「上浜キャンパスに準ずる」と記載する。 


